
令和４

退職日の属する年（年度ではない）
裏面もあるので両面印刷すること

勤続期間が５年以下の場合は、「特定
役員等勤続期間」に該当するので必ず
「有」に印を付け、上記と同じ期間を
漏れなく記入すること。（裏面３の
「また」以下を参照。）
なお、６年以上の場合は、必ず「無」
に印を付けること。
また、いずれの場合でも「重複勤続
期間」及び「短期勤続期間」はないの
で、必ず「無」に印を付けること。

両項目について、どち
らかに必ず印を付ける
こと。（裏面２を参照）
　　　　　　　　　　　

支払者は各任命権者ではなく、
「福島県市町村総合事務組合」となることに注意。
（法人番号を記入する必要なし。）

一般職が退職後４年以内に特別職となった場合や
特別職が再任された場合、以前に支払いを受けた
退職手当が記入対象となるので注意。
（裏面６を参照。）

注
意
点
が
多
数
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
裏
面
の
「
申
告
書
の
書
き
方
」
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

個人番号については給与支払者に提出済みの個人番号と相違ない

退職者が記入すること。

確認済み

給与支払者が確認のうえ記入すること

勤続期間の年数は「１年未満
の端数切り上げ」となること
に注意。（裏面３を参照。）




